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観察会などへのお申込は電話、メール、博物館 HP のお問い合わせフォームから。もし返信がない場合は電話にてご確認ください。

　普段生活していると家やコンビニ
の灯りに虫が集まっている様子を見
かけることがあると思います。「飛
んで火に入る夏の虫」ということわ
ざのとおり、夜に活動する昆虫の多
くは、光に向かって進む「正の走光
性」という性質を持っています。研
究者や昆虫愛好家（いわゆる「虫
屋」と呼ばれる人）など虫を採る人
はこの性質を利用して、夜に灯りを
つけることで夜行性の昆虫を誘引す
る「ライトトラップ」で昆虫を採り
ます。当館でも、島内の昆虫の多様
性を解明するべく、ライトトラップ
による昆虫採集を行っています。本
事業では、みなさまにライトトラッ
プを体験していただくとともに、島
にどんな昆虫がいるのかを一緒に調
査する時間にできればと思います。
ガやクワガタムシなど、昼間に活動
していると目にすることの少ない
様々な種類の昆虫が集まってくるた
め、みなさまが思っている以上の昆

虫の多様性を目にする事になると思
われます。昆虫が持つ「全生物の中
で一番の種数の多さ」の一端を体験
してみませんか。
【事業名】 ライトトラップ観察会
【日時】 7/17（金）19：30 ～ 21：
00。雨天・強風の場合は中止します。
【場所】仙法志中学校グラウンド。【集

合場所】仙法志中学校　駐車場。【持

ち物 ・ 服装】 懐中電灯やヘッドライ
トなど、蚊もいる場所のためスプ
レーなどの虫よけグッズもご用意く
ださい。また、お持ちの方は虫かご
など昆虫採集・観察用具をご持参く
ださい。夜間は冷え込むことが考え
られますので、長袖・長ズボンなど
の暖かい格好でお越しください。【申

込】 7/15（水）まで。博物館にメー
ルまたはお電話にて、⑴お名前、⑵
前・当日つながる電話番号をお知ら
せください。中止の場合にご連絡い
たします。定員は 8 名程度を予定
しています。

コース入口の登山靴の洗い場よりも
上に生えていることから、登山者に
伴ってより上部の登山路への分布拡
大の危険性が高い種です。そのため、
当館と利尻富士町教育委員会の共催
による防除会によってどうにか分布
範囲を狭めているところです。オオ
ハンゴンソウほど抜くのに力は要り
ませんが、地面に這うように生える
ため見逃しやすく、しっかりした防
除には人手が必要です。利尻山本来
の自然を守るため、みなさまのお力
をお貸しいただけないでしょうか。
【事業名】 コバノハイキンポウゲ
外来種防除会 【日時】 7/25（土）
13：30 ～ 15：00。雨天・悪天の
場合は中止いたします。【場所】 利
尻富士町・北麓野営場～甘露泉水
までの歩道脇。【集合場所】 野営場　
管理棟前。【持ち物 ・ 服装】 作業用

7 ライトトラップ観察会17

外来種防除会 Part 2

　博物館では、利尻島の植生を守る
ため、毎年 2 回の外来種防除会を
行っています。そのうち一つはリイ
シリ 372 号でもお知らせしたオオ
ハンゴンソウの防除会です（残念な
がら今年は悪天によって中止になっ
てしまいましたが…）。もう一つが、
毎年 7 月に行っているコバノハイ
キンポウゲの防除会です。本種は名
前の通り、葉っぱが小さく地面を這
うように伸びるキンポウゲ科の植物
で、黄色い花を咲かせる外来種です。
利尻島では 2000 年に登山道の鴛泊
ルート登山口（甘露泉水の手前付近）
から報告されました。本種は鴛泊
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７月の開館カレンダー

6 日は休館日となります。また、13 日、
21 日、27 日は臨時開館日となります。
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利尻産の鞘はほとんど博物館に収蔵されていないので、もし自宅に間切鞘が眠っている方がいらっしゃいましたらご一報ください。

利尻四方山話
りしりよもやまばなし

その６ 腰間切鞘
漁業で使われる小型の刃物に「間切」があります。間切には安全性・携帯性から鞘
をつけたものもあり、間切鞘と呼ばれています。これは、樺太のアイヌ民族が紐で
腰にぶらりと垂らしていた直状鞘に由来すると考えられています。その一方、和人
が漁業に用いていたものの多くはベルトなどでしっかり腰に固定できるようアレン

の軍手や厚手のゴム手袋、水分補給
用の飲み物、虫よけスプレーなど。
お持ちの方は草抜き道具もご持参く
ださい。当日の気象条件に合わせた
服装でお越しください。当日は似た
種との識別方法などを説明したうえ
で、途中休憩も挟みつつ、分布の最
上部から下に向かって抜き取りをし
ていきます。最後に抜き取った合計
数をカウントし、終了となります。
【申込】7/23（木）まで。博物館にメー
ルまたはお電話にて、⑴お名前、⑵
前・当日つながる電話番号をお知ら
せください。中止の場合にご連絡い
たします。定員は 20 名程度を予定
しています。【共催】利尻町立博物館・
利尻富士町教育委員会。

リイシリの購読 ・ 閲覧　博物館のホー
ムページにて、最新号のほか過去 2
年分のバックナンバーを公開中。発
行時に配信する「発行お知らせメー
ル」もありますので、ぜひご利用く
ださい。ネット環境が無い方、メー
ルでの受け取りが出来ない方の場
合、利尻町内の方には無料でお配り
しているほか、町外の方には郵送料
のご負担をいただければ定期購読
も可能ですので、お気軽にお問い合
わせください。
編集後記　島内各所を巡回中の、第
6 回夏の移動展示「利尻のアリジゴ
ク」展、楽しんでいただけているで
しょうか。展示の中では、岩などに
生えている地衣類に擬態するのが
非常に上手いコマダラウスバカゲ
ロウ幼虫を探すクイズなどもあり
ます。慣れてくるとわかるようにな
りますが、非常に見つけづらいアリ
ジゴクです。もしよければじっくり
と展示を見て探してみてください。
詳しい巡回場所と展示期間は前回
のリイシリ 373 号をご覧ください。

掲示板

資料寄贈　▼半纏 3 点、6/1、宮森
英明。　▽貴重な資料のご寄贈、ま
ことにありがとうございます。

土ほじりナイト

　民間有志による利尻島に関する研
究を対象とした助成金制度「利尻島
調査研究事業」、今年の採択者は土
壌動物の専門家、千葉科学大学の大
平敦子講師と横浜国立大学の中森泰
三教授です。当館共催で、お二人に
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よる講演・観察会を企画しています。
また、次号のリイシリにはお二人に
よる、土壌動物についてのお話も掲
載予定ですので、お楽しみに！
【事業名】 土ほじりナイト－落ち葉
の下のミクロの世界をのぞいてみよ
う－ 【日時】 7/28（火）19：00 ～
20：30。【場所】 利尻町立博物館ロ
ビー。【内容】 講師のお二人に落ち
葉の下に住む生き物の面白さやその
多様性について 30 分ほどご講演い
ただいたあと、博物館周辺で採集し
た土壌動物を観察します。【持ち物】

筆記用具、割りばし。【申込】 7/24
（金）まで。博物館にメールまたは
お電話にて、⑴お名前、⑵前・当日
つながる電話番号をお知らせくださ
い。定員は 10 名程度を予定してい
ます。【共催】 利尻町立博物館・利
尻島調査研究事業。

こしまきりさや

ジされており、「腰間切」と呼ばれます。当館にも仙法志
の方から寄贈いただいた腰間切の鞘が 1 点収蔵されてい
ます。当館のものは、腰間切鞘ですが、その鯉口内部に
は和人の間切鞘でよく見られる段差が見られず、利尻に
おいてニシンの時代に起きたアイヌと和人の文化交流の
痕跡を感じる事ができます。現在ではあまり間切鞘は見
られませんが、間切自体は昆布干しで根を切り落とす際
などにも使われており、島の人にとっては身近な道具で
す。たまには昆布の根を切りながら、使っている間切に
ついて思いをはせてみるのもいいかもしれません。

土ほじりナイト
落ち葉や土の中に生息する小さなむしたち（ダンゴムシ、トビム
シ、カニムシ、ダニなど）を実際に観察しながら、土壌生態系の
面白さや生き物の多様性についてご紹介します。

日時　2026 年 7 月 28 日　19:00 ～（１～ 1 時間半程度）
場所　利尻町立博物館
講師　千葉科学大学　大平敦子　先生
　　　横浜国立大学　中森泰三　先生
定員　10 名
申込　利尻町立博物館までメールかお電話にてお名前と参加人数

をお伝えください。

TEL　0163-85-1411　　 MAIL　 r ishir i townmuseum@town.r ishir i .hokkaido. jp
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↑詳しくは各所のポスターをご覧ください！


